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四日市市立 楠中 学校  

 

                    校長  早川 孔二   

             

 

１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

四日市版コミュニティスクールの運営要項に基づき、保護者・地域住民の方が主体的に

学校運営に参画し、本校の学校づくりビジョンの目標である「あたたかさ たくましさ た

しかさ」の実現を図ります。①「生徒の実態を把握し協議を重ねる」②「地域と学校教育

活動の融合」③「生徒と地域との双方向性での関わりを深める」の３つの視点で推進して

いきます。 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 

 

■吉崎海岸清掃とうみがめネットワークによる講演会 

 

１年生は６月の自然教室の活動として環境学習情報センタ

ーで環境学習を行い、１１月にはウミガメの産卵地である楠

町吉崎海岸の海岸清掃を行いました。また、うみがめネット

ワーク三重の方々を招いて、講演会と標本や掲示物の見学を

行いました。実際の骨格や標本に触れたり、マイクロプラス

チックなどによる海洋汚染等についての講演を聞いたりする

ことで、地域の環境への関心を高めることができました。 

また、楠地区では、毎月第１日曜日に吉崎海岸の清掃活動

を実施しています。楠中学校からも生徒が参加しており、楠

地区まちづくり検討委員会の方をはじめ、地元の方たちから

も頼りにされています。 

 

■地域行事の中学生ボランティア 

まちづくり検討委員会が主催する様々な地域行事が行われています。桜まつり、ホタルま

つり、田んぼアート、中学生ボランティアとしてたくさんの生徒が活躍をしています。 

別紙Ａ 



■三校園合同避難訓練 

 

１1 月に楠中学校と楠小学校、楠こども園の３つの校園が合同で

同日同時刻に避難訓練を行いました。地震の避難訓練だけではな

く、地域の特性も考えて、津波も意識した屋上への避難訓練につ

いても毎年実施し、防災への意識を高めています。 

 

■楠地区文化祭 

 

昨年度に引き続き楠地区の文化祭（舞台発

表）が楠地区文化振興会と連携し、中学校を

会場にして開催されました。楠地区の 17 団

体の舞台発表に加えて、楠中学校からも吹奏

楽部の演奏を地域の方々に鑑賞していただい

た。また、地区市民センターの一室を使用して美術創作部の展示発表を行い、作品を地域

や保護者に見ていただく良い機会となりました。 

 

■職場体験学習 

 

楠地区を含む市内を中心として職場体験学習

を実施した。９月に外部講師を招いてのマナ

ー講座や職業調べなどの事前学習を経て、各

事業所へのアポイントメントの電話、事業所

での実習、事後の礼状作成を行いました。ま

た、次年度へつなげるために、全校集会で学習のまとめを発表する場を設定しました。 

 

（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

今年度は楠地区の行事や活動もコロナ禍以前の状況にほぼ戻り、地域のつながりの強さ

が感じられる 1 年でした。いくつもの行事で中学生のボランティア募集があり、それぞれ

の行事で活躍している姿がありました。コミュニティスクール運営協議会でも楠地区の行

事は中学生ボランティアが大きな力となっているので、今後も積極的な参加を促してほし

いとのご意見をいただきました。 

また、コミュニティスクール運営協議会の支援・協力をもとに、地域のネットワークが

広がり、教育活動の充実につながっています。 

 また、運営協議会でいただくご意見を職員間で共有し、地域の学校に対する関心やニー

ズに応えることで、学校はより有意義な教育環境を提供できると考えています。地域の方々

からの提案や意見を真摯に受け止め、それを学校運営の方針や活動に反映させることで、

教職員の意識を高め、地域に開かれた学校づくりにつながると考えています。 

 

 



３ 今後に向けて 

  楠地区生徒数の減少が課題として考えられますが、これからの地域の担い手の育成に

ついて中学校への期待はこれまで以上に高まっています。これからの楠中学校の目指す方

向として、吉崎海岸をはじめとする、地域の資源や施設を活用して学習を深める取り組み

を行ったり、地域の企業や団体と連携し、職場体験やボランティア活動などを通じて生徒

が地域の実情や社会への貢献方法を学んだりする機会を設けていきたいと考えています。

また、これまで継続してきた老人会との交流や地域行事への参加だけでなく、地域の課題

や問題に取り組むために、自ら課題解決のための行動を起こせるような生徒の育成を目指

していきます。これらの取り組みを通じて、生徒が地域社会との関わりを深め、地域に貢

献できる力を育てることを目標としていきます。 
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月 協議会の開催 活 動 内 容 
４   

５ 
５月２０日 

第 1回 CS運営協議会 
 

■市教育委員会より委嘱状交付 
■コミュニティスクール運営要綱の確認 
■運営協議会委員の確認 
■学校づくりビジョンの承認 
■年間計画等の検討 
■授業参観 

６ 自然教室 ■環境学習センターにて環境保全学習 

７   

８ 地域こども教室 ■CS委員２名が指導員として参加 

９   

10 
１０月８日 

第 2回 CS運営協議会 
 

■体育祭の参観 
■今年度前半の取組の振り返り 
■地域と生徒(学校)の関わりについて 
■生徒の様子や学校運営の意見交換 

11 

１１月１日 
第 3回 CS運営協議会 

 
楠地区文化祭 

三校園合同避難訓練 
吉崎海岸清掃 
職場体験学習 

■文化祭の参観 
■生徒の様子や学校運営の意見交換 
 
■吹奏楽部演奏、美術創作部作品展示 
■楠中・楠小・楠こども園同時開催 
■ｳﾐｶﾞﾒﾈｯﾄﾜｰｸ・まちづくり検討委員会と連携 
■地域事業所への体験 

12 地域子ども教室 ■CS委員２名が指導員として参加 

１ 
１月１５日 

第 4回 CS運営協議会 
 

■本年度の教育活動の総括 
■授業参観 

２ 
２月１０日 

第 5回 CS運営協議会 
 

■生徒の様子や学校運営の意見交換 
■次年度への展望 
■学校自己評価結果・学校関係者評価確認 

３   
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